








































































































37. 8.31 // 
職員の災害補償の一部を改正する規則



























プスの奥の涜とも称せら れると ころで＼ 本格的な総合研究
の立場から みればほとんど全く空白の地域である。
本調査は， 昭和37年度から3か年計画で同地域を調査し







(1）， 黒部第4ダム， 有峰ダム〈源泉山地の治山 と洪水調節）
の 2点を軸心とする黒部， 常願寺両水系の防災と水資源、の
酒養に資し，（2）世界的な価値を も っ山岳観光地帯の自然保
l 護ならびに整備等に寄与することを目的としている。研修の目的 新入職員に本学の組織， 機構及び職務の内｜








































第1 次 8月中旬 10日間
第2次 1 0月中旬 10日間
B， 有峰方面
昭和37年より3か 年間， 毎 年 5 月より 6か月間
毎月期聞を定めて実施
これが実行協力機関は， 本学を始め県， 富山営林署， 富
山地方気象台，通産省．地質調査所名古屋支所などである。
調査団の構成は， 地形， 地質， 地下資源， 気象， 森林植
本学の小笠原教授が中心となって， 立山， 黒部有峰地域｜：生， 鳥獣昆虫生態， 応用陸水の各班に分れ， このメンバー
の総合開発のための調査が計画され， 各界の協力を得て， ｜ は本学小笠原， 植木， 深井， 堀の各教官はもとより， 日本
ことL-から3 年にわた って実施されることにな った。いま
発表されたその主旨と計画を見ると次のとおりである。
趣 旨
北アJレプスの立山， 黒部， 有峰地域の総合開発は， わが
国産業経済の発展ならびに観光資源の確保から みて国家的6
事業として認識されるべきものであるが， その開発作業は｜
大学と東北， 北海道， 京都， 大分， 奈良女子の各国立大学








8月 9 日はときににわか雨に見舞われたが． 大体よく晴
れ， 然かも西風が吹いてさほど暑さを感んぜぬよいコンデ
イシヨンであった。また， 翌日は， 一日 中快晴で、あった。
8時過ぎ開会が宣せられ ， 北村商船高校長の大臣祝辞の
代読に始まり， 横田学長のあいさつ， 選手宣誓など． かた




会場は， 本学のコ｛ト， グラウンド， 黒田講堂のほか，
県営軟式野球場， 北陸銀行野球場 ， 県営庭球場などが使用
されたが， これ等一群の会場が近いところにかたまり． そ
ぞれ完全な施工のものだけに ， 会場に関 する限り， 理想的
なものであったと思われる。殊に． この大会を目標に工を
急いで出来上った， バレーコ｛トは ， 本学の自慢にしてい
いもので、あった。





優 賞 準優勝 決勝戦スコア
野 球 名 大 岐 大 10-4 
庭 球 三重大 福 大 3-2 
排 球 名 大 名工大 2-1 
卓 E求 名工大 宮 大 4- 1 




会は， 8月29. 30の両日， 南部中学のグラウンドで行なわれ
た。参加チームは， 1 5機関 21チ｛ムであって， 本学からは
A Bの2チームが出場した。 このうち， Aチームは裁判所
Aチームとの 1回戦で12対4で敗れ， また， Bチーム は ，






































30日 教務委員会 ， 教授会（第9回）
！薬 学










8月 1 4日 北陸財務局富山財務部新田部長来部
25日 大井助教授渡米のため出発
3 0日 教授会
職 員 住 所
新任者
工 学 部
事務員 高 島 睦 子
変 更
学 生 部
事務官 山 本 昭 子
経済学部
助 手 妙 見 ヱ証
工 学 部
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